
　

　2004 年は世界中で災害の多い年でした．今年こそは世界中が平和で穏やかな一年となる
ことを願わずにはいられません．当事者にとって事件や事故の記憶は簡単に消えるもので
はありませんが，時間とともに悲しみは薄らぎ，教訓は風化されないことを希望します．
　専門誌を読む際にはいくつかの楽しみがあります．自分が必要とする質の高い論文を熟
読することはもちろんですが，ぱらぱらとめくっているうちになるほどと思う記事を見つ
けたときにはゆたかな気持ちになります．データベースの検索機能が発達した現在でも，
雑誌をなんとなくみているうちに様々な情報が得られるのはアナログの醍醐味といえま
しょう．
　卒業まもないころにいくつかの文献を集めて複写しているときに，面白い編集後記が書
かれている雑誌を見つけました．それ以来，時間があるとその雑誌の編集後記や閑話を見
ることを密かな楽しみにしていました．その後，しばらくはそのような心を亡くして（忙
しいとは“心”を亡くした状態だそうです）いました．いや，そのことさえ気付かずにい
たといったほうが正確かもしれません．最近，偶然にその雑誌をみる機会があり，編集後
記には「目次をみればわかるようなことは書かない」，「特定の記事だけを評することはあ
まり適切でない」というようなことが書かれていました．本ジャーナルの編集委員となっ
て 10 年が経ち，改めてこの欄を書くことの思いをはせています．
　大学教員をしていると，年末，年始はなにかと慌ただしい日が続きます．卒業研究の締
め切り，学位論文の指導と審査，入学試験，臨床実習などで，これらは卒業（学位伝達）
式で一つの区切りを迎えることになります．それぞれの学生にとって人生の大きな転機と
なる行事で，喜怒哀楽や人間模様がくっきりと表れる季節でもあります．もちろん，臨
床・実践に従事されている多くの理学療法士は，毎日個々の対象者の転機と向かい合って
歩まれていることでしょう．教育現場にいる理学療法士にとっては，学生が対象者であり，
個々の学生と向かい合う講義・実習とともに，教育課程（カリキュラム）を編成すること
が重要な役割となります．社会のニーズに沿った理学療法士観を涵養する環境作りこそが，
現在の理学療法モデルである課題志向型アプローチにおける適応をうながす認知的環境の
理解と支援の教育版といえましょう．
　実践能力の向上には，技術そのものの伝達と向上が基盤にあることは言うまでもありま
せん．これまで 40 年の間に培われた技能や職人芸をデータベースに埋もれさせることな
く次の世代に発展的に伝承していくことも重要な使命となります．今後は，このような専
門誌においても成書にはないコツやアーツをさらに積極的に取り上げていく必要があるで
しょう．その際，動画やホームページ上へのアクセスなど日進月歩の通信技術を取り入れ
る時期にきているのかもしれません． （内山　靖）
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